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偏食、肥満、味覚障害など、日本の子どもた
ちは食に関して多くの問題を抱えており、キ
レやすい子どもが増えてきたのも乱れた食生
活が原因であると言われています。そこで今、
強く求められているのが子どもたちへの食育
です。本講座の主任講師・服部幸應先生は、
家庭の食生活崩壊の危機感から、日本の学校
教育の理念である「知育」「徳育」「体育」に
「食育」を加えてほしいと、長年にわたり訴
え続け、それが食育基本法成立に結びつきま
した。その服部先生が監修・指導する、本当
の「食育」が自宅で身につけられる本格通信
講座がついに誕生しました。

新潟大学フードサイエンスシンポジウム
「これからの食育のために- 食の専門家の視点から学ぶ -」

主催：新潟大学　地域連携フードサイエンス・センター
共催：新潟大学教育学部、新潟市、JSTイノベーションサテライト新潟
　　　　　　
日時：平成２１年６月２７日（土）　午後１時～５時
会場：新潟大学　教育学部　（新潟市西区五十嵐２の町 8050）
対象：一般
参加費：無料
申込：FAX 025-262-6674 / E-mail:nutr@niigata-u.ac.jp
http://www.agr.niigata-u.ac.jp/food-sc/
定員：２１０名　（先着順）
申込締切：６月１０日（水）

講演：
　1）「子供たちへの “調理のススメ” こそ食育の原点」
　　　　　的場　輝桂氏　（関西福祉科学大学健康福祉学部）
　2）「学校教育における食育」
　　　　　杉山久仁子氏　（横浜国立大学教育人間科学部）
　3）「食育における食品安全性」
　　　　　山本　和貴氏　（農業・食品産業技術総合研究機構 食品総合研究所）
　4）「咀嚼機能から食育を考える
　　　　ー 給食における小学生の咀嚼の実態から見えてきたもの ー」
　　　　　安富　和子氏　（松本歯科大学大学院歯学独立研究科）
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先着順210名
（参加費無料）

新潟大学フードサイエンスシンポジウム

日時：6月27日
PM1：00～PM5：00

会場：新潟大学教育学部
新潟市西区五十嵐2の町8050

対象：一般

土

～ 食 の 専 門 家 の 視 点 か ら 学 ぶ ～

講演プログラム

「子供たちへの“調理のススメ”こそ食育の原点」
的 場  輝 桂  氏（関西福祉科学大学健康福祉学部）  1.

「学校教育における食育」
杉 山  久 仁 子  氏（横浜国立大学教育人間科学部）  2.

「食育における食品安全性」
山 本  和 貴  氏（農業・食品産業技術総合研究機構　食品総合研究所）  3.

「咀嚼機能から食育を考える」
～給食における小学生の咀嚼の実態から見えてきたもの～

安 富  和 子 氏（松本歯科大学大学院歯学独立研究科）  4.

お申し込みはFAX・E-メール・HPより

025-262-6674
nutr@agr.niigata-u.ac.jpmail

HP

FAX

http://www.agr.niigata-u.ac.jp/food-sc/

新潟市西区五十嵐2の町8050

●主催：新潟大学   地域連携フードサイエンス・センター
●共催：新潟大学教育学部、新潟市、日本フードスペシャリスト協会、
　　　JSTイノベーションサテライト新潟

共催：新潟大学教育学部、新潟市、JSTイノベーションサテライト

Niigata University Food Science Sym
posium


